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千
鳥
だ
よ
り

　

二
月
一
日
（
土
）
玉
島
高
校
で
開
催
さ

れ
た
、
第
一
回
探
究
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
に
サ
イ
エ
ン
ス
部
・
ト

マ
ト
研
究
班
の
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
ト
マ
ト
の
ナ
ゾ
に
迫
る
〜
ト
マ
ト
が
赤
く

な
る
と
医
者
が
青
く
な
る
？
〜
」
を
テ
ー

マ
に
ポ
ス
タ
ー
で
研
究
発
表
を
行
い
、
見

事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
生
徒
た
ち
は
「
今
回
は
楽
し
み
な
が

ら
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
有
意
義

で
し
た
。」
と
研
究
し
、
発
表
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
グ
ラ
ン
プ

リ
受
賞
と
い
う
結
果
に
大
変
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　入試本番まで残りわずかとなりまし
た。受験生のみなさんは、日々の学習に
ますます励んでいることと思います。み
なさんがこれまで積み重ねてきた努力
は、必ずみなさんの力となります。諦め
ず、最後まで目標の高校に向かって勉強
すれば、楽しい高校生活が待っています。
本番で自分のベストが尽くせるよう、体
調に気をつけてください。みなさんが楽
しい高校生活が迎えられるよう応援して
います。　　　　　( 金浦中出身　２年 )

　受験生のみなさん。入試本番まで残り
わずかとなり、最後の追い込みをしてい
ることと思います。不安や焦りで辛い人
もいるかもしれませんが、努力は人を裏
切りません。今まで積み重ねた努力と自
分を信じて、諦めずに最後まで頑張って
ください。必ず結果はついてきます。受
験が終わったら、皆さんには楽しい高校
生活が待っています。本番で最大限の力
が発揮できるように応援していきます。
　　　　　　　　　( 芳井中出身　１年 )

　受験勉強で大変な時期だと思いま
す。勉強をやめて遊びたいと思ってい
る方も少なくないと思います。今、苦
しい思いをして積み重ねてきたこと
は、みなさんの力となっています。そ
の力を存分に発揮して、悔いが残らな
いよう頑張ってください。みなさんが、
楽しく充実した高校生活が過ごせるこ
とを願っています。
　　　　　　　( 笠岡西中出身　２年 )

　高校入試まで残りわずかとなりまし
た。日々の受験勉強で、気が滅入って、
ストレスが溜まっていることと思いま
す。しかし、今皆さんのしている勉強は、
必ず受験の力となり、自分の自信とな
ります。この高校受験は人生で最初の
重要な岐路の一つです。皆さん、どう
か悔いの残らないよう、一日一日を大
切にして頑張ってください。皆さんの
高校受験を心から応援しています。　
　　　　　　　　( 井原中出身　１年 )

　入試まで残りわずかとなり、より
いっそう、受験勉強を頑張っている
ことと思います。とても大変で辛い
時期だと思いますが、この苦しい時
期を乗り越えると楽しい高校生活が
待っています。努力はいつか実を結
びます。後悔することのないように
勉学にはげみ、また、体調に気をつ
けて頑張ってください。本番で、ベ
ストを尽くせることを心から応援し
ています。　　　(鴨方中出身　１年)

　受験生のみなさん、入試に向けて
日々頑張っていると思います。勉強
が大変で、投げ出してしまいたいと
思うかもしれません。ですが、一生
懸命努力した成果は、必ず良い結果
となり現れてきます。そして、その
努力は、将来にも役立つと思います。
入試で力が発揮できるよう、体調に
気をつけて頑張ってください。
　　　　　　　(大島中出身　２年)

受験生のみなさんへ　応援メッセージ

　

一
月
二
十
五
日
（
土
）
倉
敷
市
民
会
館

に
お
い
て
第
六
十
三
回
高
梁
川
流
域
高
等

学
校
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
笠
岡

高
校
吹
奏
楽
部
は
「
Ａ
ｌ
ａ
ｄ
ｄ
ｉ
ｎ　

Ｍ
ｅ
ｄ
ｌ
ｅ
ｙ
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
演

奏
序
盤
は
緊
張
感
が
あ
り
、
生
徒
の
表
情

も
硬
か
っ
た
で
す
が
、
お
客
様
の
温
か
い

手
拍
子
に
よ
り
、
次
第
に
楽
し
み
な
が
ら

演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

と
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
出
演
者
全

員
に
よ
る
合
唱

を
披
露
し
、
非

常
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
生

徒
か
ら
は
「
他

校
の
生
徒
と
交

流
す
る
こ
と
で

自
ら
を
見
つ
め

直
す
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
五
月
四

日
（
月
）
の

定

期
演
奏
会
に
向

け
、
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

第６３回高梁川流域高等学校音楽会吹奏楽部
サイエンス部

第１回探究活動プレゼンテーションアワード
　　　　～グランプリ受賞！～

第３１回笠岡市生涯学習フェスティバル
　２月９日（日）第３１回笠岡市生涯学習フェスティバルが笠岡市民会館で開催されました。本校から、舞台の部
に２年生テーマ探究の優秀者２名が、また展示の部には１年生地域学、サイエンス部、書道部の３団体が参加しま
した。
　２年生テーマ探究の発表では「幼児の交通事故」、「デザインの工夫」のテーマで調査・研究してきた成果を発表
しました。「幼児の交通事故」の発表では、最近幼児の交通事故が多いことを受け、自宅周辺の危険箇所を調査し、
事故防止策を呼びかけました。また、「デザインの工夫」では、色弱者も暮らしやすい世の中にするために、デザ
インの配色を工夫する必要性について発表しました。１年生の地域学の展示では、笠岡干拓地や公共交通、北木島
の日本遺産認定を生かす取り組みなど笠岡市が抱える問題について探究、提言したポスター発表を行いました。ま
た、サイエンス部は「トマトのナゾに迫る」「意外と長寿！？セミの成虫の活動日数」「カブトガニの生態を探る」
のポスター展示を、書道部は作品の展示を行いました。


